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第
二
十
五
条
第
一
項
本
文
中
「
施
設
」
の
下
に「（
以
下
「
要
消
毒
畜
舎
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

「
前
項
の
畜
舎
、
船
舶
、
車
両
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
施
設
」
を
「
要
消
毒
畜
舎
等
」
に
、「
同
項
た
だ
し
書
」
を
「
前

項
た
だ
し
書
」
に
、「
当
該
施
設
」
を
「
当
該
要
消
毒
畜
舎
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
の
施
設
（
同
項
た

だ
し
書
」
を
「
要
消
毒
畜
舎
等
（
第
一
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

４

要
消
毒
畜
舎
等
の
所
有
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
消
毒
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
農
林
水
産
省
令
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
要
消
毒
畜
舎
等
及
び
そ
の
敷
地
（
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
敷
地
を
除
く
。）の
出
入
口
付
近

に
、
家
畜
伝
染
病
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
消
毒
を
す
る
設
備
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

家
畜
防
疫
員
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
自
ら
要
消
毒
畜
舎
等
を
消
毒
す
る
場
合
に
は
、
当
該
消
毒
が
終
了
す
る

ま
で
の
間
、
前
項
の
農
林
水
産
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、自
ら
同
項
の
設
備
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
四
項
の
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
要
消
毒
畜
舎
等
の
敷
地
か
ら
車
両
を
出
す
者
は
、
農
林
水
産
省
令
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
設
備
を
利
用
し
て
、
当
該
車
両
を
消
毒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
本
文
の
施
設
」
を
「
要
消
毒
畜
舎
等
」
に
、「
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
」を「
以

下
「
要
消
毒
倉
庫
等
」
と
い
う
」
に
、「
当
該
施
設
」
を
「
当
該
要
消
毒
倉
庫
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
命
令
に

係
る
施
設
」
を
「
規
定
に
よ
る
命
令
に
係
る
要
消
毒
倉
庫
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
の
倉
庫
、
船
舶
、

車
両
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
施
設
」
を
「
要
消
毒
倉
庫
等
」
に
、「
同
項
の
」
を
「
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」
に
、「
当
該

施
設
」
を
「
当
該
要
消
毒
倉
庫
等
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

４

要
消
毒
倉
庫
等
の
所
有
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
従
つ
て
す
べ
き
消
毒
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
農

林
水
産
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
要
消
毒
倉
庫
等
及
び
そ
の
敷
地
（
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
敷
地
を

除
く
。）の
出
入
口
付
近
に
、
家
畜
伝
染
病
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
消
毒
を
す
る
設
備
を
設
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
家
畜
防
疫
員
に
要
消
毒
倉
庫
等
を
消
毒
さ
せ
る
場
合
に
は
、
当
該
消

毒
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
前
項
の
農
林
水
産
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
家
畜
防
疫
員
に
同
項
の
設
備
を
設

置
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
四
項
の
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
要
消
毒
倉
庫
等
の
敷
地
か
ら
車
両
を
出
す
者
は
、
農
林
水
産
省
令
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
設
備
を
利
用
し
て
、
当
該
車
両
を
消
毒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
二
十
五
条
第
四
項
の
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
要
消
毒
畜
舎
等
又
は
第
二
十
六
条
第
四
項
の
設
備
が
設
置
さ
れ

て
い
る
要
消
毒
倉
庫
等
か
ら
出
る
者
は
、
農
林
水
産
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
こ
れ
ら
の
設

備
を
利
用
し
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
消
毒
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
消
毒
設
備
の
設
置
場
所
を
通
行
す
る
者
の
消
毒
の
義
務
）

第
二
十
八
条
の
二

都
道
府
県
知
事
が
家
畜
伝
染
病
の
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
消
毒
の
た
め
の
設
備
で
あ
つ

て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
も
の
を
設
置
し
て
い
る
場
所
を
通
行
す
る
者
は
、
農
林
水
産
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
当
該
設
備
に
よ
る
そ
の
身
体
及
び
そ
の
場
所
を
通
過
さ
せ
る
車
両
の
消
毒
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
設
備
は
、
家
畜
伝
染
病
の
急
速
か
つ
広
範
囲
な
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
都
道
府
県

知
事
が
認
め
る
場
合
に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
ご
と
に
、
公
衆
の
見
や
す
い
場
所
に
、
農
林
水
産

省
令
で
定
め
る
表
示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
九
条
中
「
及
び
疑
似
患
畜
」
を
「
、
疑
似
患
畜
及
び
指
定
家
畜
」
に
改
め
る
。

第
三
章
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
発
生
の
原
因
の
究
明
）

第
三
十
五
条
の
二

農
林
水
産
大
臣
は
、
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
と
き
は
、

速
や
か
に
、
そ
の
発
生
の
原
因
を
究
明
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

「
第
四
章

輸
出
入
検
疫
」
を
「
第
四
章

輸
出
入
検
疫
等
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
第
一
項
中
「
第
十
四
条
」
の
下
に
「
か
ら
第
十
七
条
ま
で
、
第
十
八
条
」
を
加
え
、
第
四
章
中
同
条
の

次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
入
国
者
に
対
す
る
質
問
等
）

第
四
十
六
条
の
二

家
畜
防
疫
官
は
、
外
国
か
ら
入
港
し
た
船
舶
又
は
航
空
機
に
乗
つ
て
来
た
者（
次
条
に
お
い
て「
入

国
者
」
と
い
う
。）に
対
し
て
、
そ
の
携
帯
品
（
第
四
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
四
十
一
条
の
検
査
を
受

け
た
物
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）の
う
ち
に
要
消
毒
物
品
（
監
視
伝
染
病
が
現
に
発
生
し
て
い
る
外
国
の
地
域
に
お
い

て
使
用
さ
れ
た
物
品
で
あ
つ
て
家
畜
防
疫
官
が
そ
の
消
毒
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
を
い
う
。
次

条
に
お
い
て
同
じ
。）が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
、
必
要
な
質
問
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
な
限

度
に
お
い
て
、
当
該
携
帯
品
の
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
入
国
者
の
携
帯
品
の
消
毒
）

第
四
十
六
条
の
三

家
畜
防
疫
官
は
、
前
条
の
検
査
の
結
果
、
入
国
者
の
携
帯
品
の
う
ち
に
要
消
毒
物
品
が
含
ま
れ
て

い
た
と
き
は
、
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
当
該
要
消
毒
物
品
を
消
毒
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
協
力
の
要
請
）

第
四
十
六
条
の
四

動
物
検
疫
所
長
は
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
事
務
を
円
滑
に
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
外
国
か
ら
入
港
し
た
船
舶
若
し
く
は
航
空
機
の
所
有
者
若
し
く
は
長
（
長
に
代
わ
つ
て
そ
の
職
務
を
行
う
者

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
）
又
は
港
若
し
く
は
飛
行
場
の
管
理
者
（
次
項
に
お
い
て「
船
舶
の
所
有
者
等
」と
い
う
。）

に
対
し
、
第
四
十
六
条
の
二
の
質
問
に
関
す
る
書
類
の
配
布
、
検
疫
の
手
続
に
関
す
る
情
報
の
提
供
そ
の
他
必
要
な

協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

船
舶
の
所
有
者
等
は
、
動
物
検
疫
所
長
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
求
め
に
応
ず
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
三
条
第
三
号
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
十
七
条
の
二
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五

号
中
「
に
よ
る
」
を
「
に
違
反
し
て
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

第
四
十
六
条
の
五
第
一
項
又
は
第
四
十
六
条
の
十
の
規
定
に
違
反
し
た
者

第
六
十
四
条
第
一
号
中
「
第
十
二
条
」
の
下
に
「
、
第
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
、「
第
五
十
六
条
第
二
項
（
」
の
下

に
「
第
十
三
条
の
二
第
一
項
、」を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
第
三
十
二
条
及
び
第
三
十
三
条
に
つ
い
て
は
、」を
「
こ
れ

ら
の
規
定
を
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
四
十
六
条
の
八
第
一
項
、
第

四
十
六
条
の
十
一
第
一
項
、
第
四
十
六
条
の
十
三
第
一
項
又
は
第
四
十
六
条
の
十
八
第
一
項
（
第
四
十
六
条
の
二
十
第

二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

四

第
四
十
六
条
の
十
八
第
三
項
（
第
四
十
六
条
の
二
十
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者

五

第
五
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
若
し
く
は
集
取
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
同
項
の

規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
陳
述
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者

六

第
五
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

第
六
十
六
条
中
「
前
三
条
」
を
「
第
六
十
三
条
か
ら
前
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
十
七
条
と
す
る
。

第
六
十
五
条
第
一
号
中
「
第
十
八
条
、
第
二
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
八
条
の
二
、
第
十
八
条
、
第
二
十
一
条
第
二

項
」
に
、「
又
は
第
二
十
五
条
第
一
項
（
」
を
「
、
第
二
十
五
条
第
一
項
、
第
四
項
若
し
く
は
第
六
項
、
第
二
十
六
条
第

四
項
若
し
く
は
第
六
項
、
第
二
十
八
条
第
二
項
又
は
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
（
第
八
条
の
二
、」に
、「
及
び
第
二
十
五

条
第
一
項
」
を
「
、
第
二
十
五
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
、
第
二
十
六
条
第
四
項
及
び
第
六
項
、
第
二
十
八
条

第
二
項
並
び
に
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
二
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第
十
二
条
の

六
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
四
条
第
二
項
後
段
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
九
条
、
第
二
十
六
条
第
二

項
又
は
」
を
「
第
十
四
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
九
条
、
第
二
十
六
条
第
二
項
又
は
」
に
、「
第
十
四
条
第
二

項
後
段
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
九
条
、
第
二
十
六
条
第
二
項
及
び
第
四
十
条
第
四
項
に
つ
い
て
は
、」を
「
こ
れ
ら
の

規
定
を
」
に
改
め
、「
指
示
」
の
下
に「（
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
措
置
を
と
る
べ

き
旨
の
指
示
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
条
第
十
号
中
「
第
四
十
二
条
第
二
項
及
び
第
四
十
三
条
第
五
項
に
つ
い
て
は
、」

を
「
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
号
中
「
第
五
十
二
条
」
を
「
第
五
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号

を
同
条
第
十
六
号
と
し
、
同
条
中
第
十
二
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
一
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十
二

第
四
十
六
条
の
二（
第
六
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）

の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
陳
述
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
、
又
は
第
四
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ

る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者

十
三

第
四
十
六
条
の
三（
第
六
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
消
毒
を
拒
み
、

妨
げ
、
又
は
忌
避
し
た
者
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